
┏ ┓  ～ ひ と り 親 家 庭 の 自 立 を サ ポ ー ト す る ～  

┗ ■   Y E L L な が さ き  メ ー ル マ ガ ジ ン V o l . 1 8 3  2 0 2 2 . 1 2 . 2 8 配 信  

 ┗ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

こ の メ ー ル マ ガ ジ ン は 、 情 報 提 供 を 希 望 す る 登 録 者 の み な さ ま  

及 び ス タ ッ フ が 名 刺 交 換 を さ せ て い た だ い た 方 へ お 送 り し て い ま す 。 

 

_ / _ / _ / _ /  I  N  D  E  X  _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ /  

 

・ 特     集… … 住 民 税 均 等 割 非 課 税 世 帯 等 の 皆 様 へ 『 電 力 ・ ガ

ス ・ 食 料 品 等 価 格 高 騰 緊 急 支 援 給 付 金 （ 5万 円 / 1

世 帯 ） 』 の ご 案 内  

        

・支 援 情 報… …『 ふ く し の お 仕 事 プ チ 面 談 会 』が 長 崎 市 で 開 催 さ れ

ま す  

 

・ お 知 ら せ … … 『 Y E L L な が さ き 』 年 末 年 始 お 休 み の ご 案 内  

 

・ 1 月 の 予 定 … … Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談  

 

・ 編 集 後 記… … 『 門 松 』  

 

■ 特 集━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 住 民 税 均 等 割 非 課 税 世 帯 等 の 皆 様 へ  

『 電 力 ・ ガ ス ・ 食 料 品 等 価 格 高 騰 緊 急 支 援 給 付 金 （ 5 万 円 / 1 世 帯 ）』

の ご 案 内  

※ D V（ ド メ ス テ ィ ッ ク・バ イ オ レ ン ス ）等 避 難 中 ※ 1 で も 受 給 で き る

場 合 が あ り ま す 。  

● D V 等 で 基 準 日 に お い て 住 所 地 ※ 2 以 外 に 避 難 中 の 方 も 、 住 民 税 非



課 税 世 帯 等 に 対 す る 臨 時 特 別 給 付 金 を ご 自 身 が 受 給 で き る 可 能 性 が

あ り ま す 。  

● 住 所 地 の 世 帯 が 既 に 給 付 金 を 受 け 取 っ て い る 場 合 で も 、 一 定 の 要

件（ D V 保 護 命 令 と 収 入 要 件 ）を 満 た せ ば 、現 在 お 住 ま い の 市 区 町 村

か ら 受 給 す る こ と が で き ま す 。  

● 給 付 金 を 受 給 す る た め に は 、 現 在 お 住 ま い の 市 区 町 村 で の 手 続 き

が 必 要 で す 。  

※ 1「 D V 等 避 難 中 」と は 、ド メ ス テ ィ ッ ク・バ イ オ レ ン ス 、ス ト ー カ

ー 行 為 、 児 童 虐 待 や こ れ に 準 ず る 行 為 等 の 被 害 者 が 基 準 日 （ 令 和

4 年 9 月 3 0 日 ）に お い て 住 所 地 以 外 に 避 難 し て い る 場 合 を い い ま

す 。  

※ 2「 住 所 地 」と は 、住 民 票 の 有 無 に か か わ ら ず 、避 難 す る 前 に 居 住

し て い た 場 所 を 言 い ま す 。  

【 支 給 対 象 と 支 給 額 】  

以 下 の い ず れ か に 該 当 す る 避 難 世 帯 に 対 し 、 1 世 帯 あ た り 5 万 円 を

支 給 し ま す 。  

①  世 帯 全 員 が 令 和 4 年 度 「 住 民 税 均 等 割 が 非 課 税 」 の 世 帯  

②  家 計 が 急 変 し 、世 帯 全 員 が「 住 民 税 非 課 税 相 当 」※ 3 と な っ た 世 帯  

※ 3 住 民 税 非 課 税 相 当 と は 、世 帯 員 全 員 の そ れ ぞ れ の 年 収 見 込 額（ 令  

和 4 年 1 月 以 降 の 任 意 の 1 か 月 収 入 × 1 2 倍 ）が 市 町 村 民 税 均 等 割

非 課 税 水 準 以 下 で あ る こ と を 指 し ま す 。  

（ 一 例 ） 住 民 税 非 課 税 と な る 年 間 給 与 収 入 の 目 安 （ 長 崎 市 の 場 合 ）

単 身 の 場 合 ： 9 6 . 5 万 円 以 下 、 母 ・ 子 （ 1 人 ） の 場 合 1 4 6 . 9 万 円 以 下  

【 申 請 期 限 】  

令 和 5 年 1 月 3 1 日 （ 火 ）  

 

※ 申 請 書 類 等 に つ い て は 下 記 の お 問 合 わ せ 先 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  

【 お 問 合 せ 先 】  

長 崎 市 臨 時 特 別 給 付 金 コ ー ル セ ン タ ー ： 0 5 7 0 - 0 9 5 4 0 0  

受 付 期 間 ： ～ 令 和 5 年 3 月 3 1 日 （ 金 ） 8： 4 5～ 1 8： 0 0（ 平 日 の み ）  



 

■ 支 援 情 報━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 『 ふ く し の お 仕 事 プ チ 面 談 会 』 が 長 崎 市 で 開 催 さ れ ま す 。  

福 祉 の お 仕 事 に 興 味 が あ る 方 、 未 経 験 ・ 無 資 格 の 方 も 大 歓 迎 で す 。  

実 際 に 福 祉 ・ 介 護 現 場 に 携 わ っ て い る 職 員 の 方 か ら 、 お 話 を 聞 く こ  

と が で き ま す 。 ぜ ひ こ の 機 会 に 参 加 さ れ て み ま せ ん か 。  

 

【 日 時 】 令 和 5 年 1 月 1 3 日 （ 金 ） 1 8： 0 0～ 1 9： 3 0※ 受 付 1 7： 3 0～  

【 場 所 】 メ ル カ つ き ま ち （ 長 崎 市 築 町 3 - 1 8）  

【 対 象 】 福 祉 職 場 に 就 職 ・ 転 職 を 希 望 す る 方  

    福 祉 の 仕 事 の 内 容 を 知 り た い 方  

    自 宅 近 く で 働 き た い 方  

    学 生 の 方 、 U・ I タ ー ン し た い 方  

【 参 加 法 人 】  

・（ 株 ）ル ー ト ・（ 福 ）ゆ う わ 会  ・（ 株 ）ヒ ュ ー マ ン ・ ネ ッ ト ワ ー ク  

・（ 福 ） 致 遠 会  ・（ 同 ） フ ラ ワ ー カ ン パ ニ ー ズ  

 

※ 詳 細 に つ い て は 、 下 記 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

 

≪ お 問 合 せ ・ お 申 込 先 ≫  

長 崎 県 社 会 福 祉 協 議 会  福 祉 人 材 セ ン タ ー  

T E L： 0 9 5 - 8 4 6 - 8 6 5 6  

 

■ お 知 ら せ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 『 Y E L L な が さ き 』 年 末 年 始 お 休 み の ご 案 内  

 2 0 2 2 年 1 2 月 2 9 日（ 木 ）～ 2 0 2 3 年 1 月 3 日（ 火 ）ま で お 休 み い た  

し ま す 。  

 2 0 2 3 年 1 月 4 日 （ 水 ） 1 0 時 か ら 開 所 い た し ま す 。  



来 年 も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 

■ 1 月 の 予 定 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 「 Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談 」  

 

1 月 1 8 日 （ 水 ） 1 3： 0 0～ 1 6： 0 0（ 池 内 愛  弁 護 士 ）  

 《 事 前 予 約 受 付 中 》  

 

池 内 愛  弁 護 士 （ 長 崎 県 弁 護 士 会 所 属 ）  

池 内 愛 法 律 事 務 所 ホ ー ム ペ ー ジ  h t t p : / / a i - l o . c o m /  

 

※ 日 程 等 合 わ な い 場 合 は ご 相 談 く だ さ い 。  

※ 来 所 し て の 相 談 が 難 し い 場 合 は 、 電 話 法 律 相 談 も 行 な っ て お り ま  

す 。 ま ず は お 問 合 せ く だ さ い 。  

 

■  編 集 後 記 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 『 門 松 』  

 「 門 松 」 は 、 お 正 月 に 家 の 入 口 に 立 て ら れ る 、 松 や 竹 を 用 い た 正

月 飾 り で す 。 長 さ を 違 え た 三 本 の 竹 に 松 を 束 ね 梅 の 枝 を あ し ら っ て

荒 縄 で 結 ん だ も の が 一 般 的 で す 。「 門 松 」に 松 と 竹 が 選 ば れ て い る 理

由 は 、「 松 は 千 歳 を 契 り 、竹 は 万 代 を 契 る 」と 言 わ れ 、依 代（ よ り し

ろ ＝ 神 の 宿 る 場 所 ） が 永 遠 に 続 く 事 を 願 っ て の 組 み 合 わ せ で す 。  

竹 の 節 を か ら め て 斜 め に 切 っ て 使 用 し た 場 合 、そ の 切 り 口 が「 笑 口 」

に 似 て い る 事 か ら 「 笑 う 門 に は 福 来 る 」 と 言 わ れ て い ま す 。  

 現 在 で は 、 門 松 を 置 く ス ペ ー ス が 確 保 で き な い 店 舗 や 住 居 向 け 、

設 置 の 簡 素 化 目 的 で 実 際 の 門 松 の 代 用 と し て 、門 松 な ど の 図 柄 に「 賀

正 」「 謹 賀 新 年 」「 迎 春 」 等 の 賀 詞 、 新 年 の あ い さ つ 文 や 年 末 年 始 の

休 業 期 間 を 配 し た 「 門 松 用 紙 」 を 玄 関 先 に 貼 っ て い る 所 が 多 く 見 ら

http://ai-lo.com/


れ る よ う に な り ま し た 。  

 長 崎 県 雲 仙 市 千 々 石 町 の 橘 神 社 に は 、 例 年 1 2 月 下 旬 に な る と 、

2 0 0 0 年 （ 平 成 1 2 年 ） 1 2 月 、 ギ ネ ス に 「 世 界 一 の 大 門 松 」 と 認 定 さ

れ た 1 4ｍ 以 上 の 高 さ を 誇 る 門 松 が 社 前 に 登 場 し ま す 。  

地 元 の 「 大 門 松 づ く り 実 行 委 員 会 」 が 、 8～ 1 0 本 の 孟 宗 竹 を 筒 状 に

束 ね て 巨 大 な 門 松 の 竹 を つ く り 、 平 成 1 2 年 か ら 毎 年 境 内 に 設 置 し

て い ま す 。 ク レ ー ン や 高 所 作 業 車 を 投 入 し 、 1 ヶ 月 を 費 や し て 制 作

す る と い う 大 作 で す 。 長 崎 県 内 で は 2 番 目 の 人 出 に な る と い う 毎 年

1 0 万 人 を 超 え る 初 詣 客 を 迎 え て い ま す 。  

 


